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力
作
が
揃
っ
た
作
品
の
数
々

「
第
１
回
『
私
と
み
ん
て
つ
』
小
学
生
新

聞
コ
ン
ク
ー
ル
」
受
賞
作
品
の
表
彰
式
は
、

１
月
12
日
（
土
）、
東
京
會
舘 

東
商
ス
カ
イ

ル
ー
ム
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

日
本
民
営
鉄
道
協
会
が
主
催
し
た
こ
の
コ

ン
ク
ー
ル
は
、
新
聞
づ
く
り
を
通
じ
て
子
ど

も
た
ち
に
鉄
道
や
民
鉄
に
対
す
る
関
心
と
理

解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
全
国

小
学
校
社
会
科
研
究
協
議
会
の
後
援
を
得

て
、
平
成
19
年
7
月
1
日
か
ら
9
月
末
日
ま

で
実
施
し
た
も
の
。
小
学
生
3
～
6
年
生
を

対
象
に
、
民
鉄
を
利
用
し
て
思
っ
た
こ
と
、

知
っ
て
い
る
こ
と
を
自
由
に
ま
と
め
、
Ｂ
４

サ
イ
ズ
の
「
新
聞
」
を
つ
く
っ
て
も
ら
っ
た
。

今
年
度
の
テ
ー
マ
と
し
て
「
鉄
道
に
お
け
る

マ
ナ
ー
」
に
つ
い
て
盛
り
込
む
こ
と

が
条
件
だ
。
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
の

実
施
に
伴
い
、
日
本
民
営
鉄

道
協
会
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
子
ど
も
向
け
サ
イ
ト
『
み

ん
て
つ
キ
ッ
ズ
』
を
開
設
し
、

サ
イ
ト
内
に
新
聞
づ
く
り
に
活

用
で
き
る
鉄
道
に
関
す
る
情
報
を
集

め
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『
鉄
道
し
り
隊
！
し
ら
べ

隊
！
』
を
用
意
す
る
な
ど
、バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体

制
を
整
え
て
い
た
。

第
１
回
目
の
今
回
集
ま
っ
た
応
募
作
品

は
、
全
国
２
５
４
校
か
ら
９
９
５
作
品

（
１
２
３
６
人
）。
綿
密
な
下
調
べ
や
取
材
、

文
章
、
レ
イ
ア
ウ
ト
、
イ
ラ
ス
ト
や
写
真―

―

中
身
の
濃
い
記
事
内
容
と
、
読
み
や
す
さ
見

や
す
さ
を
考
え
た
工
夫
が
光
る
力
作
が
揃
っ

た
。
こ
の
中
か
ら
、
日
本
民
営
鉄
道
協
会
加

盟
各
社
な
ら
び
に
全
国
小
学
校
社
会
科
研
究

協
議
会
の
審
査
委
員
立
ち
会
い
に
よ
る
厳

正
な
審
査
を
経
て
、
受
賞
作
品
が
選

ば
れ
た
。

受
賞
作
品
は
、
個
人
賞
の
最

優
秀
作
品
賞
１
作
品
・
優
秀
作

品
賞
５
作
品
・
審
査
員
特
別
賞

７
作
品
・
佳
作
26
作
品
、
な

ら
び
に
学
校
賞
の
最
優
秀
学

校
賞
１
校
・
優
秀
学
校
賞
２

校
・
審
査
員
特
別
賞
2
校
。

表
彰
式
は
、
佳
作
受
賞
者
を

除
く
受
賞
者
13
名
、受
賞
校

5
校
を
招
い
て
開
催
さ
れ
た
。

最
優
秀
作
品
は
ポ
ス
タ
ー
に

表
彰
式
で
は
、
主
催
者
挨

拶
に
立
っ
た
日
本
民
営
鉄

道
協
会 

佐
藤
茂
雄
会
長
（
京
阪
電
気
鉄
道

株
式
会
社
代
表
取
締
役
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
が
「
第
１

回
目
の
コ
ン
ク
ー
ル
だ
が
非
常
に
多
く
の
作

品
が
寄
せ
ら
れ
、
な
お
か
つ
力
作
揃

い
で
受
賞
作
を
選
ぶ
の
が
大
変

だ
っ
た
。
そ
の
中
か
ら
選
ば

れ
た
の
だ
か
ら
、
た
い
へ
ん

優
秀
な
す
ば
ら
し
い
作
品
。

次
回
も
ぜ
ひ
参
加
し
て
ほ

し
い
」
と
、
子
ど
も
た
ち
の
努
力

と
作
品
の
出
来
栄
え
を
称
賛
。
緊

張
し
た
面
持
ち
で
着
席
し
て
い
た

子
ど
も
た
ち
の
間
に
も
晴
れ
や
か

な
笑
み
が
広
が
っ
た
。

ま
た
、
全
国
小
学
校
社
会
科
研

究
協
議
会
の
豆
田
啓
二
会
長
か
ら

は
「
ど
の
作
品
も
中
身
の
濃
い
、

工
夫
あ
る
構
成
の
作
品
ば
か
り
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
受
賞
さ
れ
た

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
に
根
ざ
し
た
鉄
道
や
民
鉄

の
働
き
や
役
割
に
一
層
の
関
心
を
持
ち
、
自

ら
も
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
、
地
域
の
生

活
や
発
展
に
力
を
発
揮
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
た
い
」と
、お
祝
い
の
言
葉
が
寄
せ
ら
れ
た
。

表
彰
式
で
は
、
個
人
賞
・
学
校
賞
と
も
に

一
人
ひ
と
り
に
賞
状
楯
と
副
賞
が
授
与

さ
れ
た
後
、
全
員
で
記
念
撮
影
。

そ
の
後
は
、
会
場
を
移
し
て
、

懇
親
会
と
な
っ
た
。

最
優
秀
作
品
賞
・
優
秀
作

品
賞
・
審
査
員
特
別
賞
を
受

賞
し
た
13
作
品
に
つ
い
て
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
サ
イ
ト
『
み

ん
て
つ
キ
ッ
ズ
』
で
紹
介
し
て
お

り
、
最
優
秀
作
品
・
日
本
民
営
鉄
道
協

会
会
長
賞
は
ポ
ス
タ
ー
化
し
て
3
月
末
日
ま

で
、
日
本
民
営
鉄
道
協
会
加
盟
72
社
の
駅
に

掲
出
し
て
い
る
。

「
第
2
回
『
私
と
み
ん
て
つ
』
小
学
生
新

聞
コ
ン
ク
ー
ル
」
は
、
今
年
も
７
月
か
ら
実

施
す
る
予
定
だ
。

主催者挨拶をする佐藤茂雄会長

受賞者を代表して感想をのべる黒沢優子さん

全員で記念撮影

表彰式風景

全国の子どもたちに鉄道をもっとよく知り、鉄道をもっと好きになってもらいたい――そんな願
いから企画された「『私とみんてつ』小学生新聞コンクール」。その記念すべき第１回の表彰式が
行われた。また、最優秀作品１点はポスター化され、協会加盟72社の駅に掲出されている。

全国約１０００点の応募作品の中から、
個人賞13作品・学校賞５校を表彰。

第1回
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　私は佐倉市にあるユーカリが丘線と京成電鉄を利用して通学しています。ユーカリが丘線

は「コアラ号」の愛称があり、新聞のタイトルは毎日乗っている「コアラ号」からつけました。

　新聞には、私が電車に乗っていて具合が悪くなったとき、知らない方からとても親切にし

ていただいたことや車内で気になるマナー、楽しかった鎌倉への日帰り旅行などを書いてみ

ました。記事を短くまとめたり、自分の思ったことをうまく表現するのは難しかったけれど、

新聞づくりは楽しかったです。学校で先生から入賞のお話を聞いたときは、飛び上がるほど

うれしく、最初は信じられませんでした。第１回という記念のコンクールで大きな賞をいた

だいたことを励みに、またいろいろなことに挑戦していきたいと思っています。

　お父さんが駅でコンクールのポ
スターを見て、夏休みの自由研究
でやってみたらとすすめてくれま
した。もともと電車が好きだった
し、「ゲンコツ」の記事は、よく乗っ
ていたので、うまく書くことがで
きたと思います。駅の人にインタ
ビューしたりするのが大変だった
けれど、すごく親切に教えてくれ
た。学校の先生にもうまいねって
ほめられたし、がんばってよかっ
たと思っています。

全国小学校社会科研究協議会 会長賞

『みんてつ』
白井市立清水口小学校　熊澤良太

　小さいころから電車が大好きで
す。もともと新聞づくりは得意だっ
たし、電車は得意中の得意だから、
すぐ応募しようって決めました。
トップの記事は、名鉄の瀬戸線の
紹介にして、車両のイラストも描
いてつけました。社説には、地球
環境の保護ということから車では
なく電車の利用を呼びかけました。
受賞はとてもうれしかったです。
でも、僕よりお母さんの方が喜ん
でいたみたいです。

全国小学校社会科研究協議会 会長賞

『民鉄ＨＯＴニュース』
名古屋市立小幡小学校　長村晃一

　三岐線の駅に貼ってあったポス
ターを見て、やってみようと思いま
した。きれいで読みやすい新聞に
したかったので、タイトルや電車
の絵を切り絵にしたり、写真を使
うなど工夫しました。目がわるい
人でも見やすいように、字も少し
大きくしてみました。読みやすい
字を書くのがちょっと大変だった
けど、面白かった。賞をもらって、
とってもうれしかったです。

日本民営鉄道協会 広報委員長賞

『赤い花新聞
みんなにやさしい三岐線』

暁学園暁小学校　伊藤奈美

　阪急電車にあった広告を見て、
出してみたいと思って夏休み中に
仕上げました。構成内容を考えて
調べものをしたり、マナーについて
はクラスのお友だちやいろんな人
にインタビューして記事をまとめま
した。絵を描くことと字を書くこと
が好きなので、新聞づくりは大好
きです。家族にはきれいなよい作
品ができたねってほめられました
が、受賞は思ってもみないことだっ
たのでとてもうれしかったです。

日本民営鉄道協会 広報委員長賞

『みんてつくんが紹介する
みんてつ新聞』

池田市立池田小学校　濵屋江里

最優秀作品賞
日本民営鉄道協会 会長賞

『コアラ新聞』
国府台女子学院小学部　黒沢優子

優秀作品賞


